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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。

運
動
会
を
予
定
し
て
る

学
校
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
代
表
を
決
め
る
為
の
し
烈
な
試

合
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
は
混
セ
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
競
り
合
っ
て
１
４
年
振
り
に
ヤ

ク
ル
ト
が
セ
リ
ー
グ
制
覇
し
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ

施
設
の
拡
充
や
補
助
が
必
要
で
す
。

▼
個
人
消
費
が
落
ち
込
む
中
で
消

費
税
１
０
％
へ
の
増
税
が
控
え
て

い
ま
す
。
福
祉
や
年
金
も
削
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
予
算
が

莫
大
に
増
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
軍
事
費
で
す
。
「
戦
争
法
」

が
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
強
行
採
決

さ
れ
た
結
果
国
民
生
活
が
さ
ら
に

苦
し
く
な
る
の
は
必
至
で
す
。
▼

安
全
保
障
担
当
の
内
閣
官
房
副
長

官
補
を
務
め
た
柳
沢
協
二
氏
は

「
米
空
母
を
西
太
平
洋
地
域
で
守

る
に
は
、
①
護
衛
隊
群
を
２
個
増

や
す
②
船
に
搭
載
す
る
ミ
サ
イ
ル

や
弾
薬
は
数
倍
増
や
す
③
日
本
防

衛
が
手
薄
に
な
る
の
で
そ
の
分
を

増
や
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
護

衛
隊
群
２
個
に
か
か
る
予
算
は
約

２
兆
円
と
言
い
ま
す
。
際
限
な
く

増
え
る
軍
事
費
に
対
し
国
民
生
活

に
必
要
な
予
算
は
減
少
。
こ
ん
な

安
倍
政
権
に
は
退
陣
し
て
も
ら
う

し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
▼
「
戦
争

法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
の
実
現

を
」
が
提
唱
さ
れ
野
党
で
の
個
別

会
談
、
労
働
団
体
な
ど
各
分
野
の

団
体
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
民
生
活
を
守
り
「
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

沖電気の職場を明るくする会 検索
ク リ ッホームページ

2016年「生活改善要求アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

少しでも 労働条件の改善に役立てて

いきたいと思います。

沖電気の職場を明るくする会ホーム

ページからでもできます。

石
蕗

つ
わ
ぶ
き

花言葉：困難に負けない

９
月
３
０
日
に
施
行
さ

れ
た
「
改
正
」
労
働
者
派

遣
法
は
そ
れ
ま
で
の
大
原

則
で
あ
っ
た
「
臨
時
的
・

一
時
的
業
務
に
限
る
」

「
常
用
雇
用
の
代
替
え
と

は
し
な
い
」
事
を
投
げ
捨

て
、
正
社
員
の
道
を
閉
ざ

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
２
６
業
種
も

失
業
の
危
機
に

専
門
２
６
業
種
も
一
般

業
務
の
区
分
を
廃
止
し
、

同
じ
職
場
で
は
原
則
３
年

し
か
働
け
な
く
な
り
、
失

業
の
危
機
に
。

正
社
員
は
い
ら
な
い
！

３
年
ご
と
に
人
を
入
れ

替
え
れ
ば
、
同
じ
職
場
で

何
年
で
も
派
遣
労
働
者
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
正
社
員
の
仕
事
が
派

遣
労
働
に
と
っ
て
変
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
」
な
ど
均
等
待
遇
を

多
く
の
批
判
の
声
に
押

さ
れ
、
「
派
遣
法
附
帯
決

議
」
（
左
記
一
覧
表
参
照
）

で
、
労
働
者
保
護
の
た
め

何
が
必
要
か
細
部
に
わ
た

り
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」

を
推
進
す
る
た
め
の
法
律

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
、
例
え
ば
Ｏ

Ｋ
Ｉ
の
年
齢
別
最
低
賃
金

に
見
合
う
時
給
（
下
記
参

照
）
に
引
き
上
げ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

雇
用
と
待
遇
改
善

の
先
頭
に

労
働
組
合
が
非
正
規
社

員
を
仲
間
に
入
れ
、
労
働

条
件
を
改
善
し
雇
用
と
生

活
を
守
る
た
め
に
力
を
発

揮
す
べ
き
時
で
す
。

許
さ
れ
な
い
！

「
生
涯
派
遣
・
正
社
員
ゼ
ロ
社
会
」

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都品川区二葉 2-20-8 染野ビル２ F ☎03（6421）5323

活用しよう！派遣法附帯決議
（全３９項目より抜粋し要約）

原則

◎派遣就労は臨時的・一時的なもので、コスト削減や雇用

責任回避のために利用されてはならない。常用代替え防

止に十分留意した法規定の運用とその周知を行う。

◎直接雇用が労働政策の原則であることの鑑み、希望する

労働者に正社員の機会が与えられるよう、具体的措置を

含め最大限努力する。

期間制限

◎現行の専門２６業種派遣労働者には、無期転換など雇用

安定に向けた処置を行う。

◎無期雇用派遣労働者を派遣契約終了のみで解雇しない旨

指針と許可基準に明記。

雇用安定措置

◎一年以上の契約を結んだ労働者は雇用安定処置の対象者

になることを周知徹底する。

◎派遣先の直接雇用が著しく少ない場合は、派遣先に理由

を聴取し助言・指導する

労働者の待遇

◎賞与や退職金を含む賃金の均衡待遇について、派遣元に

勘案すべき内容を周知し、派遣元は派遣先と派遣料金の

交渉を行うよう指針に明記。派遣先も派遣料金を設定す

る際、同業務での均衡処遇に努めるよう指針に明記。

◎通勤手当の支給に不合理な相違があってはならないと指

針に明記。

◎育児や介護休業が不当に制限されないよう周知・指導す

る。

キャリアアップ措置

◎労働者の意向に沿った実効性のある教育訓練を実施する。

◎教育訓練はかならず有給・無償で行う事を許可基準に盛

り込む。

派遣先の責任

◎派遣先の団体交渉応諾義務について法制化も含め検討。

◎会社都合の休業の場合、休業手当は確実に支払われるべ

きと周知徹底する。
時給は平均月額労働時間

１５５時間で除した（２０１５年度版）



２０１２年　 ２０１３年　 ２０１４年　
前年 １年目 ２年目

実質国内総生産・ＧＤＰ ５２０兆円 ５３１兆円 ５２６兆円
　　　　　ＧＤＰ　伸び率 1.0% 2.1% -0 .9%

大企業経常利益（年度） ２５．９７兆円 ３４．８２兆円 ３７．７４兆円
大企業の内部留保金 ２７２兆円 ２８５兆円 ２９９．５兆円
労働者平均給与　月額 ３１．４万円 ３１．４万円 ３１．７万円

　　　　前年比伸び率 -0.7% 0.0% 0 .8%
　　消費者物価指数 0.0% 0.4% 2 .6%

　民間給与・年間 ４０８万円 ４１３．６万円 ４１５万円
　実質賃金指数・前年比 -0.9% -0.9% -2 .9%
　　　失業率 4.3% 3.9% 3 .5%

　非正規雇用比率 35.1% 36.2% 37 .9%
　　　正規雇用者数 ３，３４０万人 ３，２９４万人 ３，２７８万人

　　非正規雇用者数 １，８１３万人 １，９０６万人 １，９６２万人
１２月１日　日経株価 １０，３９５円 １６，２９１円 １７，５９０円
貯蓄ゼロ世帯の割合 26% 31% 30 .4%

世帯の「生活苦しい」割合 59.4% 59.9% 62 .4%
精神疾患労災申請数 １，２５７人 １，４０９人 １，４５６人

　　　　　うち労災認定数 　　４７５人 　　４３６人 　　４９７人

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ５ 年 １ ０ 月 第 ３ ２ ７ 号

長
雨
か
ら
解
放
さ
れ
て

【
埼
玉
・
蕨
】

９
月
に
は
雨
の
日
が
多
く

一
週
間
近
く
連
続
で
傘
を
持

参
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
猛
暑
が
嘘
の
よ

う
に
出
勤
時
や
帰
宅
時
は
一

気
に
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

通
勤
で
長
距
離
を
歩
く
こ
と

も
あ
り
長
く
雨
が
続
く
の
は

気
分
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
長
雨
の
最
中

に
靴
底
が
す
り
減
っ
て
穴
が

開
き
、
新
し
い
靴
を
買
う
ま

で
雨
水
が
し
み
こ
む
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン

タ
ー
と
の
行
き
来
で
駅
前
に

で
き
た
高
層
ビ
ル
の
た
め
、

そ
こ
を
歩
く
時
に
風
で
傘
の

骨
が
曲
が
る
こ
と
が
何
回
も

あ
り
、
い
つ
も
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や

く
長
雨
か
ら
脱
し
た
感
じ
で

あ
り
安
心
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
の
維
持
管
理
費
？

【
埼
玉
・
本
庄
】

駐
車
場
代
五
０
０
円
に
つ

い
て
は
、
職
場
懇
談
会
で
も

「
廃
止
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
「
諸

手
当
の
適
正
化
」
の
協
議
の

中
で
も
検
討
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
駐
車
場
を
維
持
す
る
た
め

に
駐
車
場
内
の
整
地
や
区
画

整
理
、
除
草
な
ど
に
費
用
が

掛
か
り
、
一
部
を
利
用
者
に

負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
会

社
の
回
答
で
し
た
。
駐
車
場

の
運
営
に
つ
い
て
は
「
駐
車

場
運
営
・
マ
イ
カ
ー
小
委
員

会
」
で
労
使
双
方
か
ら
委
員

が
出
て
協
議
が
も
た
れ
て
い

ま
す
。
駐
車
場
に
か
か
る
年

間
費
用
は
、
い
く
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
？
ま
た
、
駐
車
場

利
用
料
金
を
払
っ
て
い
る
派

遣
社
員
か
ら
は
、
「
今
ま
で

い
ろ
ん
な
会
社
で
働
い
て
き

た
け
ど
、
払
っ
た
の
は
沖
が

初
め
て
ど
う
し
て
？
」
の
声

も
聴
き
ま
す
。
是
正
し
て
ほ

し
い
の
意
見
は
多
数
に
な
っ

て
い
ま
す
。

富
岡
の
社
食
は
好
評
で
す

【
群
馬
・
富
岡
】

食
堂
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
９

月
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
定

期
的
に
、
配
布
さ
れ
、
利
用

者
の
声
を
聞
く
姿
勢
は
大
切

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
食
堂

に
つ
い
て
周
り
の
人
の
話
を

聞
い
て
も
評
判
は
上
々
。

い
ろ
い
ろ
な
会
社
の
社
員
食

堂
を
知
る
派
遣
の
方
は

「
他
の
会
社
に
も
行
っ
た

け
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富

で
美
味
し
い
。
」
社
員
の
方

も
「
特
に
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
が

美
味
し
い
よ
。
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
食
堂
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
当
時

は
、
多
少
の
不
都
合
も
あ
り

ま
し
た
が
、
改
善
さ
れ
、
明

る
く
て
、
快
適
に
昼
飯
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

憲
法
９
条
だ
け
で
は
な
い

食
料
安
全
保
障
も
危
な
い

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
よ
り

自
給
率
低
下
▲

安
倍
政
権
は
国
民
多
数
の

反
対
の
声
と
憲
法
を
無
視
し

て
、
戦
争
法
案
を
立
法
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

で
も
ア
メ
リ
カ
に
同
調
し
て

市
場
開
放
・
関
税
の
大
幅
引

き
下
げ
の
道
を
進
も
う
と
し

て
い
る
。
特
に
食
料
自
給
率

は
輸
入
品
が
増
え
、
現
在
３

９
％
だ
が
目
標
と
し
て
い
る

４
５
％
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
高
ま
る
。
コ
メ
、
砂
糖

類
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
牛
肉
、

豚
肉
の
「
農
産
物
重
要
５
項

目
を
保
護
す
る
」
と
し
た
国

会
決
議
を
守
ら
な
い
交
渉
は

食
料
安
全
保
障
を
危
な
く
す

る
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

沖
電
気
を
考
え
る

第
９
０
回

１
０
月
１
２
日

体
育
の
日

子
ど
も
の
体
力
低
下

身
長
な
ど
体
格
は
向
上
し
た
が
・
・
・

文
部
科
学
省
の
「
体
力
・
運
動

能
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
１
９
８

５
年
頃
か
ら
、
現
在
ま
で
低
下
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
投
げ
る
、
走

る
な
ど
の
体
力
と
同
時
に
「
ス
キ
ッ

プ
が
で
き
な
い
」
「
靴
ひ
も
を
結

べ
な
い
」
「
座
っ
た
状
態
か
ら
立

ち
上
が
れ
な
い
」
な
ど
身
体
を
操

作
す
る
能
力
の
低
下
も
進
ん
で
い

ま
す
。

将
来
の
国
民
全
体
の
体
力
低
下

に
つ
な
が
り
、
生
活
習
慣
病
や
ス

ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
能
力
の
低

下
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
事
態
で
す
。

減
り
続
け
る

沖
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
加
入
率

２
０
０
１
年
の
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
従

業
員
数
は
２
万
５
，
６
９
０
人
で
労
働

組
合
に
は
加
入
率
６
１
％
＝
１
万
５
，

６
９
０
人
が
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
１

５
年
３
月
期
は
３
７
％
＝
７
，
６
４
３

人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
（
下
表
）

主
な
原
因
に
リ
ス
ト
ラ
で

①
正
規
社

員
の
削
減
、
代
替
は
非
正
規
社
員

②

分
社
化
を
進
め
た
企
業
で
労
働
組
合
が

設
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
非
組
合
員
の
労
働
条
件
は
賃
金
・

労
働
時
間
な
ど
正
規
組
合
よ
り
劣
化
し

て
深
刻
で
す
。
と
り
わ
け
、
派
遣
・
契

約
社
員
の
改
善
は
企
業
の
責
務
で
す
。

（
３
月
期
の
有
価
証
券
報
告
書
）

アベノミクス 大企業は史上最高利益

物
価
上
昇

に
及
ば
な
い

賃
金
で
国
民
は

疲
弊
。

利益は国民に
還元されず

２０１２年１２月に発足した安倍内閣の過去２年の経済政策は「大企

業・富裕層が栄えて民滅ぶ」だったことが明白で、失敗と言える。

●国民総生産（ＧＤＰ）がマイナス成長なのに大企業は史上最高利益。

●労働者の給与は０．８％上がったが物価上昇の２．６％に及ばない。

●正規社員は２年間で６２万人減、非正規社員は１４９万人増。

●貯蓄ゼロ世帯が３０％を超え、生活が「苦しい」が６０％を超えた。


